
Ⅰ 健康寿命/65歳平均自立期間 Ⅱ 健（検）診や食事、運動等に関心を持ち、改善・ Ⅲ  ①生駒市立病院救急受入件数（件／年）
 　（年) 　 増進に向けて取り組んでいる人の割合(％) 　　②生駒市立病院救急応需率（％）

【進捗度】Ａ：４年後にめざす状態をすでに実現している、Ｂ：４年後にめざす状態の実現に向けて大変順調に進んでいる、Ｃ：４年後にめざす状態の実現に向けて概ね順調に進んでいる、Ｄ：４年後にめざす状態の実現には努力が必要である、Ｅ：４年後にめざす状態の実現には相当努力が必要である

53.8% 47.3%

《参考》施策の進捗状況を測る代表的な指標【C】 《参考》めざす状態に対する市民実感度

「そう思う」＋「どちらかというとそう思う」と
回答した人の割合

【R7.12月】 （参考）前回値

施策目標の実現に向けて解決すべき課題【C】 施策目標の実現に向けた今後の取組の方向性【A】

・若年層の受診率が低いまま横ばい状態で伸び悩んでいる。 ・受診料無償の継続実施や年齢層別の勧奨方法の工夫により、今後も特定健診受診率の向上を目指す。また、
特定保健指導対象者への個別勧奨もしっかりと行い、指導率を上げることで、本人の健康意識の向上を目指
し、健康維持や疾病の重症化予防を継続的に実施する。

施策目標の実現に向けて得られた成果【C】 施策目標の実現に効果のあった取組【D】 取組による効果の内容とその根拠【D】

・年齢が上がるほど特定健康診査受診率が上がる傾向にある。その受診意欲の高い年齢層が後期高齢者医療制
度へ多く移行する中でも、国保連合会と連携しながら受診勧奨を実施する事で、微増ながら受診率の増加傾向
を維持している。
・一人当たりの医療費については、医療費通知の送付やジェネリック医薬品使用の推進等により、医療の高度
化等の医療費増加への要因がある中でも、急激な増加は起こっていない。

№6 医療費の抑制
若年層に対する受診増に向けた対策や受診料無償化により、R5年度実績は
ほとんどの年齢層において受診率の増加が見られた。

施策目標の実現に向けて解決すべき課題【C】 施策目標の実現に向けた今後の取組の方向性【A】

・少子化が進行する一方で、支援の必要なこどもが増加している。また高齢化に伴い、在宅医療ニーズが増大
している。
・市立病院の整備工事を進めるにあたり、物価や人件費が高騰している。また、中東情勢の悪化に伴い資材等
の調達が困難になっている。

・市立病院、医師会等医療関係者、福祉事業者及び県担当課等と密に連携し、支援の必要なこどもへの対応や
在宅医療のバックアップ機能の強化など市立病院の医療機能拡充を進める。
・増床に係る整備工事については、施工業者及び市立病院と密に連携を取りながらスケジュール管理を適切に
行い、令和９年４月の運用開始を目指し、整備を進めていく。

(3)安定的な医療保険制度の運営

施策目標の実現に向けて得られた成果【C】 施策目標の実現に効果のあった取組【D】 取組による効果の内容とその根拠【D】

・各種会議等に市立病院職員が積極的に参加し市内の医療機関や介護事業所との意見交換や交流を行うことで
「顔の見える関係」を築いており、市全体の医療体制の充実につなげられている。
・令和７年６月の市立病院10周年記念式典では医療のまちづくりビジョン案の発表、絵画コンクール、医療講
演等の企画も多く取り入れたことで、市立病院の10年間の取組や今後果たしていく役割について多くの参加者
に知ってもらうことができた。

No.4 市立病院10周年記念式典
当日の市長等やワークショップ参加者の発表内容をもとに次の10年に向け必要となる
医療機能についてまとめた「医療のまちづくりビジョン」を策定、公表した。

市立病院の運営
救急受入件数　3,031件/年
救急応需率　96.0%

No.5 市立病院増床計画
病院建物内の将来対応スペースを活用した増床について、令
和９年４月の運用開始に向け設計等の工事準備を進めた。

・健（検）診受診率や健康増進に関する教室等については、20代から50代の受診率・参加率が伸び悩んでい
る。
・体育施設については予算化した案件以外のことで予期せぬ修繕等が多い。

・各種健（検）診について、市の公式SNSを活用した情報発信を行うとともに、ターゲット層に情報を届けるた
めのさらなる工夫や経路の検討を行う。また、オンライン上で予約できる環境づくりにより積極的に取り組
む。
・体育施設の予期せぬ修繕については、予防保全の観点及び利用者への影響を最小化するため、指定管理者等
と情報共有を図り、施設の適切な維持管理を行う。

(2)いのちを守る医療提供体制の充実

施策目標の実現に向けて解決すべき課題【C】 施策目標の実現に向けた今後の取組の方向性【A】

・令和６年度に実施したがん検診受診券の送付対象者を拡大する取組を継続実施したことで、令和５年度と比
べてがん検診の延べ受診者数の増加を維持し、がんの早期発見・早期治療への一助となった。【延べ受診者
数:R5 15,202人、R6 17,168人、R7 16,790人(暫定値)】
・体育施設について体育館等の改修工事を行い、市民がスポーツ等に触れ合う機械の継続的な確保に寄与し
た。

NO.1 健康的な暮らしの実践
がん検診の延べ受診者数がＲ５年度と比べ10.4%（R7年度暫定値）増加し、
がんの早期発見・早期治療への一助となった。

NO.3 市内体育施設整備事業
工期延長等の事業を除き年度内に工事等を完了させること
で、施設の貸止め延長の措置はせずに済んだ。

(1)健康的な暮らしの実践促進
施策目標の実現に向けて得られた成果【C】 施策目標の実現に効果のあった取組【D】 取組による効果の内容とその根拠【D】

施策名 7　健康づくり・医療

R9年度末にめざす状態
（施策目標）【P】

健康に関心を持つ人が増え、健康寿命が延伸している
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総合計画審議会からの施策目標の実現に向けた講評等


